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1． は じめ に

　三昧 とは ， 原語 samadhi の 音写語で ある．様々 な経典 ， 論書 に 多 くの 名 の 三 昧

が 出 現す る 1）．
一

般 的 に は ， 空 三 昧 ・無 願 三 昧 ・無相 三 昧の 三 三 昧が 知 ら れ る ．

『成実論』に は他で は見 られない 三 三 昧説もある．本稿で は ， 独自の 三 三 昧を始 め

とする ， 『成実論』の 三 昧説の 特色 につ い て 論 じたい ． 『成実論』 は 四諦 に基づ く

構成 とな っ て い るが ， 三 昧説 は第五 道諦聚 に 説か れて い る ．

2． 「成実論』に出現する 三 昧

　まず， 『成実論』に説か れ る三 昧の 名をまとめ てお く，三 三 昧が 三 種 あ る．
一分

修三 昧 ・共分修三 昧 ・聖正三 昧 と空三 昧 ・無願三 昧 ・無相三 昧 と空空 三昧 ・無 願

無願三 昧 ・無相無相 三昧 で ある． そ の他 に， 五 聖枝三昧 （喜 ・楽 ・清浄心 ・明相 ・

観相），六三 昧 （
一

相修為
一

相
・一

相修為種種相
・一

相修為
一

相種種相
・種種相修為

一
相 ・

種種相修為種種相 ・種種相修為
一

相種種相）， 七 三 昧 （初禅 ・第二 禅 ・第三 禅 ・第四禅 ・空

無辺処 ・識無辺処 ・無所有処）が あ る．三 昧の 語 がつ くもの は以 上六 種で あ る．そ の

他 ， 「定」の つ くもの 等が あ る． こ れ らの 内，今回は 三 種の 三 三 昧を取り上 げるこ

とにする，

3． 三 三 昧

一
分修三 昧 ・共分修三昧 ・聖正三 味に つ い て は次の 様にある，

一
分修者，若修定不 修慧，或修慧不修定、共分修者，若修定亦修慧．是世間三 昧，在煖

等法中，聖正三 昧者 ， 若入法位能証滅諦，則名聖正．何以知之．如長老比丘説．行者以

定修心 ，因慧能遮煩悩，以慧修心．因定能遮煩悩．以定慧修心因性得解脱，性謂断性離

性滅性 ．又若定慧
一

時具足 ，故名聖正 ．如 以定慧 得解脱 名倶 解脱 2）．
一

分修三 昧は，定ある い は 慧の どちらか を修す る もの で ある ．共分修三 昧は，定と慧の

両方 を修す る もの で ある． こ れ は世間の 三昧 で あ っ て ，煖等 の 四善根位 の段階 に ある。
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聖 正三 昧は，法位に 入 り滅諦 を証する の で 聖正 と名づ け られ る．何 に よ っ て こ れ を知る

の で あるか．長老比丘 が 説い た ようにで あ る，行者は定に よっ て 心を修し ， 慧 によ っ て

煩悩 を断 じ，慧に よ っ て 心 を修 し，定に よ っ て煩悩 を断ずる ．定慧 に よ っ て心 を修 し，

性 に よっ て 解脱を得る ．性 とは 断性 と離性 と滅性で ある と．ある い は 定慧が 同時 に 具足

する か ら聖正 と名づ け る の で ある，定慧 に よ っ て 解脱 を得 る こ とを倶解脱 と名づ ける よ

うにで ある．

　こ れ は定慧 に もとつ い て分 けた もの で ある． 定あ るい は慧の どち らか
一

方 を修

す る こ とに よ っ て 得 られ る三 昧， 定 と慧の 両方 を修す る こ とに よ っ て 得 られ る 三

昧， 定と慧 の 両 方を同時に具 える三 昧で ある． 他の 文献に は見 られ ない ．

　次に空三 昧 ・無相三 昧 ・無願三 昧につ い て 説い て い る．

若行者不見衆生
， 亦不見法，是名為空．如是空中無相可取，此空即是無相．空 中無所願

求 ， 是空即名無願．是故此 三
一

義．問日 t 若爾何 故説三 ．答日 ，是空之能．謂応修空 ，

修空得利 ．謂不見相不見相故無相．無相故不願．不 願故不 受身．不 受身故脱
一

切苦．如

是等利皆以修空故得．是故説三 3）．

行者が衆生 も法 も見なか っ た ら，こ れ を空 とい う． この よ うに 空の 中に は相 を見 る こ と

が な く， 故に 空は 無相で ある．空の 中に 願 い 求め る所が 無ければ，是の 空 を無願 と名づ

ける．故 に この 三 は
一

つ である，問う， ど うして 三 と説 くの か ．答 える ，空の 功能に よ

る．空 を修する べ きで ある ，空 を修すれ ば利 を得る ．相 を見 な い の で 無相 で ある，無相

だか ら願わ ない ，願わ ない か ら身を受けない ． 身を受けない か ら一
切 の 苦か ら離れ る ．

こ の 様な利 は全て 空を修する こ とに よ っ て 得 られ る．だか ら三 と説 くの で ある ．

　他の 論書等とは 異 なる説 き方 に な っ て い る ．特に ， 本来一つ で あ る もの を， 空

の 利 に よ っ て 三 に分ける とする点が 独特で ある，こ こ で ， 『婆沙論』にお け る記述

を見て 比較す る こ とに する．

　空三 昧 につ い て は次の 様 に あ る．

　問空三摩地有空 非我二 行相，有身見有我我所二 行相、此 中以何等行相 ， 対治何等行相耶．

　答以 非我行相対治我行相，以 空行相対治我所行相 4）．

　問 う，空三昧には空 と非我 との二 行相が あ り， 我執 には我 と我所 との 二 行相が ある． ど

　の行相で どの 行相 を対治するの か．答える，非我 で 我 を対治 し，空で 我所を対治する．

無願三 昧につ い て は次で ある．

期心故者 ， 謂無願 三 摩地 ．諸修行者期心，不 願三 有法故．問彼於聖 道亦不 願耶．答雖於

聖道非全不願 ，而彼期心不顴三有 5）．

期心 の 故に とは ， 無願 三 昧の こ とであ る．諸修行者は期心 して ，
三 有 の法 を願 わない か

らで ある ．問 う， 彼は聖 道で も願 わ ない の か ．答 える ，聖 道で は全 く願わ な い わけで は

ない が，彼 は期心 して三 有 を願わない ．
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そ して ， 無相三 昧 は次で ある ．

所縁故者，謂無相三 摩地．此定所縁離十相故．謂離色声香味触及女男三有為相 6）．

認 識の 対 象の 故に とは ，無相三 昧で あ る． こ の 所縁は ，十相 を離れ る か らで ある．色 ・

声 ・香 ・味 ・触と及 び女 ・男 と三 の有為相 を離れ るの で ある．

十 六 行相 との 関連 につ い て は次の 様 に ある．

謂空三 摩地，有空非我二 行相．無願三 摩地，有苦非常及集道各四行相．無相三摩地，有

滅 四行相 7）．

空三 昧 に は ，空 と非我 との 二 行相が ある．無願三 摩地 に は，苦 と非常 と及 び集 と道 との

各々 四行相があ る．無相三 昧に は，滅の 四行 相が あ る．

　空三昧 に は非我 と空の 行相が あ り， 無願三 昧 には苦 と非常 と集 ・道各 々 の 四 行

相 が あ り， 無相三 昧 に は滅 の 四 行相が あ る とす る ． こ の ように ， 有部で は こ の 三

三 昧は 四諦十六行相 と関連付けて 説か れ る． それ故， 特別 な三昧 と して論 じられ

て い る． また ， 有部にお い て は十六行相 を離れ て 無漏慧は無い
， とい うこ とは既

に指摘 されて い る 8）． こ れ に対 して ， 『成実論』で は空 と関連付 けて 論 じ られ て い

る ． しか も， 空， 無相， 無願 の 順 に進ん で い く三 段 階 と して説 か れ て もい る．

　さ らに， 『成実論』 にお い て もう
一

つ 三 三 昧が説 か れ て い る． 三 重三 昧 で あ る．

以空見五 陰空 ，更以一空能空此 空．是名空 空．以無願厭患五 陰，更以無願厭此無願．是

名無願 無願 ．以無相見五陰寂滅，更以無相不取無相．是名無相無相
9）．

空に よ っ て五 陰の 空 を見て，更に一空に よ っ て こ の 空を空ずる．是れ を空空 と名づ ける．

無願 によ っ て 五 陰を厭患 し，更に 無願 をに よ っ て こ の 無願 を厭う，無願無願 と名づ ける ．

無相 に よ っ て 五 陰の 寂滅 を見て
， 更に無相 をもっ て 無相を取らな い ． こ れ を無相無 相 と

名づ ける．

　簡潔な説明で ある ， しか し，先の 三 三 昧 と順序が 変わ っ て い る 点が 注意 を引 く．

論 じる内容が変 わっ た こ とに よ っ て川頁序が変 わ っ た と考 えられ る． こ の 三 重三 昧

につ い て は ， 『婆沙論』 に詳 しく論 じ られ ， また 『倶舎論』 等で も説か れ て い る．

『婆沙論』 との 比 較 をす る．

謂先起 空定観五 取蘊為空，後起空 空定観前空観亦為空．謂観空者亦是空故．先起無願定

観五 取蘊為無常，後起無願無願定，観前無願観亦是無常．謂観無常者亦是無常故．先起

無相定観択滅為寂静，後起無相無相定，観無相観亦是寂静
ゆ ，

先に空定を起 こ し五 取蘊を観 じて 空 とし， 後 空空定を起 こ して
， 前の 空観を観じて 空

とする ．空 を観 じる者 も， こ れが 空で ある か ら，先に 無願定 を起 こ して 五 取蘊 を観 じて

無常 として，後 ， 無願無願定 を起 こ して ， 前の 無願観 もこ れ を無常 と観 じる．無常を観
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じる者 も，こ れ が 無常で あ るか らで ある．先 に無相定 を起 こ して択滅 を観 じて 寂静 と し，

後 無相無相定を起 こ して 無相観 も． こ れ寂静で ある と観 じる，

　『成実論』 と重 な る部分が多い ．空 と空空 ， 無願 と無願無願，無相と無相無相 を

セ ッ トに して 説い て い る ． 『婆沙論』 には， さ らに 様々 な説明が ある が ， こ こ で は

触れ ない こ とにす る． また ， 『倶舎論』に お い て も 『成実論』 よ り詳 しく論 じられ

て い る ．

4． 三 昧の 特質

　で は最後に ， 三 昧そ の もの の 特質に つ い て の 説 を見 て い く． まず ， 心 と三 昧は

一
つ で あるか ， 別で ある か， とい う問題 に つ い て 次の 様に ある．

三昧与心不異．有人説，三 昧与心異，心得三 昧則 住 一処 ．雖 有此 言是 義不然．若心得三

昧能於縁 中住者，是三 昧 亦住 縁 中，亦応 更因余三 昧住，如是無窮是事不可 ．若是三 昧 自

然住者心亦如是。不応因三昧住 ，… （中略 ）
…

当知心 辺無別三 昧 ， 随心久住名為三 昧 1））．

三 眛 と心 は別 で は な い ．有 る 人 は説 く，三 昧 と心 は別 で あ り，心 が三 昧 を得 るの は一
処

に住す るか らで ある． こ の 説は 間違い で ある ，若 し心が三 昧を得て縁の 中に住す る とす

れば， この 三 昧 もまた縁 の 中に住 し，更 に別 の 三 昧に よ っ て住 する こ とに なる ． この 様

に果 て しない 議論 に なる ．三 昧 は 自然 に住す る と して も同様で ある．三 昧 に よっ て 住す

るの で はな い ，…
（中略）

…
心の 他 に三 昧は無 い ．心 が久し く住する こ とを三 昧 とする ，

　有部で は心心所 を
一

境 に 住せ しめ る時 に三 昧が 働 くとす る． 三 昧 と心 を別 と見

る の で あ る． こ れ に 対 して ， 『成実論』で は心 の 他 に三 昧が あ るの で はな く，心 に

住 して い るの を三 昧 と名づ ける とす る． も し， 心が
一
境に住す る の が三 昧で ある

とす る と， 三昧 とい う心理現象 もこれ を一境 に住せ しめ る もの が 必 要 に な り， 無

窮に な っ て しまうとい うの で ある．

　次に ， 三 昧の 有漏 ・無漏に つ い て は次 の様 に ある．

三 昧二 種，有漏無漏．世間諸禅定是有漏 ．入法位時諸 三昧名無漏，所以者何 ．是時名為

如実知見．爾時二 種亦名三 昧，亦名為慧．摂心故名三 昧，如実知故名慧 12＞．

三 昧は二 種 あ り，有漏 と無漏 で ある，世 間 の 諸 もろの 禅定は有漏で ある．法位 に入 る 時

の 諸々 の 三 昧を無漏 と呼ぶ ．そ れ は この 時を如実知見 と呼ぶ か らで ある．その二 種 をま

た 三 昧 と言 っ た り，慧 と言っ た りもする．心を摂する か ら三昧 と名づ け，如実に知るか

ら慧 と名づ ける．

　『婆沙論』や 『倶舎論』等に お い て は，三三 昧を三 解脱 門と も呼ぶ ．三 昧は有漏

と無漏の 両方が あ り，解脱門は無漏 の みで ある ， と してい る．
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5。 むすび

　以上 ，
三種類 の 三 三 昧を中心 に述べ て きた．他 の 文献で 見 られ な い

一分修 ・共

分修 ・聖正 の 三 三 昧は
， 定慧 に基づ く三 昧で あ る．

一 方，
一 般的な三 三 昧で ある

空三 昧 ・無相三 昧 ・無願 三 昧に つ い て は ，その 内容 の 論 じ方 に 特色 が あ る． まず ，

空に基づ く解説で ある 点が挙げ られ る．こ れ は ， 『成 実論』とい う論書が空思想を

重視 して い る こ とも理 由として挙げ られ よう． 次 に ， 空 ・無相 ・無願の 順に進む

段 階 となっ て い る点が挙 げ られ る，
一 つ の 流れ を三 段階 に 区切 っ て い る の で ある．

また ， 『婆沙論』等 で 論 じる順序は 空 ・無願 ・無相 とな っ てい て ， 説 く順序が 違 っ

て い る点が あ る， これ は， 内容 の論 じ方の違い か ら くる もの で あろ う．

※ なお，大正 蔵の 引用 に当た っ て は ，SAT データ ベ ース を利用 した，

1）藤田 （1972）， pp．297 −303 参照．

2）大正 32
， P．335a．

3）大正 32
， p．335b．

4）大正 27，P．538b5．

5）大正 27，p．538b．

6）大正 27
， p．538b．

7）大正 27，P，538e．

8）葉 （1992），p．454参照．大正 27
，
　p．529b．

9）大正 32
， P．335c，

10）大正 27
， p．543b．

11） 大正 32
，
　P，334c、

12）大正 32，P．334c．

〈
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次文献〉

『成実論亅　大正 32．
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